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私の紹介



100年先もつづく、農業を。

提携農家さんは、京都を中心に約400軒。うち8割がゼロからスタートした「新規就農者」。

新規就農者と連携して事業を継続している日本で初＆唯一の事例です。

約400軒



新規就農者と連携する狙い

環境負荷の小さい農業が広がるためには、新規参入者の増加が必須

ゼロからスタートする新規参入者は、必然的に小規模小投資型の営農になる

少量不安定さが流通企業に嫌われ、たいていの就農者は経営が成り立たない

就農希望者

やりたい

興味あり

興味なし

既存農業者

慣行農業

有機農業

就農後のリアル
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について
76%が「生計が成り
立っていない」

耕地面積



バリューチェーンを再構築

環境負荷の小さい農業を広げるために、少量不安定な生産量でも扱える、

生産と消費が分断されない新たなバリューチェーンをつくってきました

分散した
作付による
リスク分散

システムを
自社開発

受発注の自動化

野菜のブレや
季節の変化を
伝えながら販売

顧客からの
フィードバックを
栽培計画に反映



サブスクは低い離脱率を実現

品質向上に熱心な新規就農者/若手農家が育てた農産物は、意外なほどおいしい

挑戦意欲旺盛な農業者と連携することで、「飽きた」を回避

「やさいはいきもの」を軸にメッセージを打ち出すことで、高いエンゲージメントを実現



飲食店の小口発注にこたえられるシステム「やさいノート」を開発

百貨店や高質系スーパーマーケットでは「坂ノ途中コーナー」の展開

おいしくなるには理由がある、をテーマにした「また手にとりたくなる野菜」シリーズも好評

法人向けも拡大中



18%

31%

21%

30%

生産者の経営ハードルを下げる

経営が成り立っている

提携生産者

81%
37%

44%

7%

12%

坂ノ途中との取引開始

１年前の経営状況
現在の経営状況

経営が成り立っている/黒字を継続している

経営がかろうじて成り立っている

補助金給付金により成り立っているが、
農業のみでは経営が成り立っていない

経営が成り立っていない



情報発信・事業改善・事業開発の３つを軸にさまざまな取り組みを行っているチーム

有機農産物の仮想的な市況の発信や、「坂ノ途中の報告書」「有機農業白書 vol.0」のリリース

生産者と一緒に学び合うイベント「サステイナブルファーマーズラボ」も実施

坂ノ途中の研究室



海ノ向こうコーヒー

森林伐採が加速する東南アジアで、森を保全しながらコーヒーを栽培し品質を上げる方法を導入

日本においてロースター向けの生豆卸と消費者向けの焼豆販売を行うほか、韓国などでも生豆卸を開始

通常捨てられてしまうコーヒーの果皮「カスカラ」を使用したオリジナル商品なども開発



盆栽モデルからソーシャルインパクトへ

7月に創業 シード シリーズA シリーズB

地域ビジネス期 ベンチャービジネス期

坂ノ途中OnlineShop

定期宅配顧客

100件を達成

16.3

500件

17.5

1,000件

19.11

2,000件

20.7

5,000件

法人向け卸

海ノ向こうコーヒー

14.11

300件

Uganda organic project

創業時は飲食店向け卸からスタート。ECが主力事業となり、卸は自然増の時期が長い。最近、成長速度が上がっている。

NGO的目線でウガンダでの有機農業普及をスタート。その後、東南アジアでコーヒーの品質向上を図るプロジェクトを事業化

創業当初は「小さく地域貢献性の高い事業をしたい」という思いが強かった。 6期目ごろから社会的インパクトの拡大を目指しスタートアップ路線へ徐々に転換

8期目にシリーズAを実施、その後は2期ごとに資金調達
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シリーズC シリーズD

23.4

10,000件
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